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中小企業が使いやすい補助金 2023年版

※2023年2月28日の公開情報によるものです。
内容は変更される可能性もあるため、詳細は公募要領によりご確認ください。

出典：経済産業省 事業再構築補助金HP、公募要領等
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【会社概要】

MASTコンサルティング株式会社
➢ 設立 2013年1月17日

➢ 代表者 高島宏明

➢ 本社所在地 名古屋市中区栄4丁目6番15

➢ 認定支援機関 2016年2月登録

➢ 子会社・関係会社 MASTファイナンシャルアドバイザリー株式会社

MAST Consulting(Thailand) Co.,Ltd

【講師】

峯田 茶百良

取締役 中小企業診断士・一級建築士

会社概要
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会社概要
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■ 補助金の制度について

中小企業が使いやすい、４つの補助金

3

名称 目的 補助率 補助上限額

事業再構築補助金 新事業による事業の再構築
1/2～
3/4

500万円～１億円

ものづくり補助金
設備導入による生産性向上と賃
上げ

1/2～
2/3

750万円～4000万円

IT導入補助金 IT導入による生産性の向上
1/2～
3/4

5万円～450万円

小規模事業者
持続化補助金

小規模事業者による販路開拓や
業務効率化の取組み

2/3～
3/4

50万円～200万円
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中小企業等事業再構築促進事業

（事業再構築補助金）

※2023年2月28日の公開情報によるものです。
内容は変更される可能性もあるため、詳細は公募要領によりご確認ください。

出典：経済産業省 事業再構築補助金HP、公募要領等
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■ 概要
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事業再構築補助金とは

コロナ禍・物価高等の事業環境の変化に対応するた

め、中小企業の大胆な事業再構築の取組を支援する

補助金制度
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■ 公募要領
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ここからダウンロード

事業再構築補助金HP
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■ 申請要件
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A. 認定経営革新等支援機関と事業計画を策定する

B. 補助事業終了後3～5年で付加価値額の年率平均3～5％

以上の成長を見込むことができる

※ 付加価値額：営業利益＋人件費＋減価償却費

C. 事業再構築に取り組む
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■ 申請要件
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■物価高騰対策・回復再生応援枠（緊急対策：55％,回復枠：62％）
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■ コロナ禍・物価高等により業況が厳しい事業者の取り組み
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■ 概要売上要件の確認方法（法人事業概況説明書）
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月別売り上げを確認する
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4月6,000 ＋ 5月7,000 ＋ 8月8,000 ＝ 21,000

4月10,000 ＋ 5月10,000 ＋ 8月10,000 ＝ 30,000

申請要件

11

（1）売上高が減っている

・2022年１月以降の連続する６か月のうち、任意の３か月の合計売上高が、2019～2021年と比較

して10％以上減少している

① 売上高が減少している連続する6か月を指定する

② 売上高が減少している3か月をピックアップする

③ コロナ前同月の売上高の合計と比較する

コロナ後21,000 ÷ コロナ前30,000 ＝ 70％ （売上高減少率30％）
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■最低賃金枠（80％）
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■ 最低賃金引上げの影響を強く受ける事業者の取り組み
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■ 成長枠（通常枠 30～47％）
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■ 成長分野に向けた大胆な事業再構築に取り組む
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■ 産業構造転換枠（通常枠 30～47％）
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■ 産業構造の変化等で、事業再構築が求められる業種を支援
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■ グリーン成長枠（39.9％）
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■ グリーン14分野における事業再構築に取り組む

・1～2年以上の研究・技術開発、又は20時間/年の人材育成を実施

【エントリー】

【スタンダード】
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■ グリーン成長枠
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■ グリーン14分野における事業再構築に取り組む

・1～2年以上の研究・技術開発、又は20時間/年の人材育成を実施
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■ サプライチェーン強靭化枠（不明）
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■ 海外製造品の国内回帰を進め、国内サプライチェーンの強靭化に

資する取り組み
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■ 申請要件
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事前着手可

2回採択可
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■ 一部申請類型における複数回採択
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■ 概要
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●消費税
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■ 概要

21
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■ 補助金とは

補助金のスケジュール（単年度の制度の例）

22

２ヶ月 ２ヶ月 １～２ヶ月 1年程度 5年

申請書作成

審査期間

交付申請

事業期間

報告期間

事業者の
実施事項

申請締め切り

採択発表

交付決定
実績報告

補助金受領

事業計画・資金調達・見積 契約・設備導入・販促 定期報告

※2023年内で3回程度の公募を予定

※2022年12月2日以降の事業については、最低賃金枠、物価高騰対策・回復再生枠、

サプライチェーン強靭化枠では、事前着手承認制度の対象となります
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事業再構築とは

□ 新しい事業、製品、サービスの販売を計画している

□ 新製品・サービスは過去に販売したことはない

□ 主要な設備に変更がある

□ 定量的に性能・効能が異なる

□ 新製品が、旧製品と競合しない（代替しない）

□ 事業が順調に推移したとき、新製品が当社の売上の10％以上
を占める

現在の設備で加工できない、新製品を生産する
（既存製品のマイナーチェンジは、不可）
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事業計画書とは

会社の成り立ちから、現在まで活動と、
コロナ禍を乗り越えてV字回復するストーリー

会社の沿革

会社の今の状況（SWOT分析）

コロナ禍の影響

どうやって、V字回復するか（誰に、何を、どうやって売るか）

V字により、どうなるのか（どれだけ付加価値と社会貢献を生むか）
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審査基準

□ 財務体制が健全（債務超過でないか）で、資金調達ができるか

□ 設備投資が過大でないか、当社の売上に貢献するか

□ 導入設備・建物が妥当で、費用対効果があるか

□ 新事業実施の人材・体制が整っているか

□ 当社の強みを活かし、価格・性能に優位性を出せるか（ｘ2）

□ 既存事業とのシナジーがあるか

□ コロナ・物価高等の影響が深刻で、緊急性があるか

□ リスクの高い、思い切った再構築か

□ 顧客が明確で、市場ニーズがあるか（ｘ2）

□ 先端デジタル技術で地域・イノベーションに貢献（ｘ2）

□ ウィズコロナ、低炭素技術、独自性、雇用、他業種連携、等
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製造業における、採点のポイント

□ 設備投資費の妥当性

①
②

③

①がマイナスでないか（債務超過でないか）
②、③に対し、設備投資費が過大でないか
③に対し、新規事業売上が１０％をこえるか
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審査基準

□ 財務体制が健全（債務超過でないか）で、資金調達ができるか

□ 設備投資が過大でないか、当社の売上に貢献するか

□ 導入設備・建物が妥当で、費用対効果があるか

□ 新事業実施の人材・体制が整っているか

□ 当社の強みを活かし、価格・性能に優位性を出せるか（ｘ2）

□ 既存事業とのシナジーがあるか

□ コロナ・物価高等の影響が深刻で、緊急性があるか

□ リスクの高い、思い切った再構築か

□ 顧客が明確で、市場ニーズがあるか（ｘ2）

□ 先端デジタル技術で地域・イノベーションに貢献（ｘ2）

□ ウィズコロナ、低炭素技術、独自性、雇用、他業種連携、等

ヒト・モノ

カネ・ノウハウ
販路等が

活かせるか

※「うちじゃなきゃ、できない」を探す
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事例

強みの活用
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事例

市場ニーズへの追従
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事業転換

資源の活用 資源の活用

市場ニーズへの追従
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採択が難しいと考えられる場合

□ 大幅な債務超過である

□ 融資予定の金融機関が確保できていない

□ 事業規模に対して、大きすぎる投資である

□ 新規事業が、既存事業の強みを活かせない、相乗効果が薄い

□ 感染症に弱いビジネスモデルである

□ 必要資料を期日までに準備することが難しい

□ アパート経営・太陽光発電等、資産運用的性格が強い
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■
既存事業と、新規事業の距離感

どのような事業が、うまくいくのか

32

低い 高い

市場の

新規性

製品の新規性

高い

低い

1

2
3

あと一つ、足りないピースを補助金で埋める

既存事業
対象外
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■ 概要
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ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金

（ものづくり補助金）

※詳細は公募要領によりご確認ください
出典：ものづくり補助金ポータルサイト 公募要領



©2023, MAST Consulting, All Rights Reserved

■ 申請要件

34

設備投資で生産性を高め、
これで得た利益を賃金に還元する、ための補助金

1～3のすべてを満たす

※2，3の要件が未達の場合、補助金返還を求められる可能性があり
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■ ものづくり補助金とは

ものづくり補助金の概要

【通常枠】

35
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■ ものづくり補助金とは

36

※当枠のみの全額返納の規定があり、注意！

【回復型賃上げ・雇用拡大枠】

要件

※当枠のみの全額返納の規定があり、注意！
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■ ものづくり補助金とは

37

※当枠のみの全額返納の規定があり、注意！

【デジタル枠】

要件



©2023, MAST Consulting, All Rights Reserved

■ ものづくり補助金とは

38
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■ スケジュール
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■ 審査基準

1. 技術面

①革新性がある、②自社の課題を捉えている、

③解決方法の優位性、④技術的能力

2. 事業化面

①事業実施体制、②市場ニーズの有無、

③スケジュールの妥当性、④費用対効果

3. 政策面

①地域経済波及効果、②ニッチトップ、③事業連携、

④イノベーション、⑤事業環境への対応

40
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■ 賃上げに関して

要件 ： 年1.5％の賃上げ、最低賃金＋30円

加点小： 年平均２％の賃上げ、最低賃金＋60円

加点大： 年平均３％の賃上げ、最低賃金＋90円）

前提条件： 付加価値額 ＋３％以上の向上

給与総支給額：役員報酬、従業員給与、賞与、残業・扶養等各種手当

（派遣等外注、退職手当、福利厚生等は除外）

事業年度： ３～５年で任意に設定（3年4.5％、5年7.5％）

評価 ： 事業最終年度で評価されます（QA集、Q19に記載）

従業員が退職した場合：一人当たり賃金になる場合も

41
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■ 概要

加点項目

① 経営革新計画の承認を取得
（県により難易度に差があり）

② 事業継続力強化計画の認定を取得

③ パートナーシップ構築宣言の宣誓

④ 小規模事業者、創業５年以内である

⑤ 賃上げを実施する

加点小： 年平均２％の賃上げ、最低賃金＋60円

加点大： 年平均３％の賃上げ、最低賃金＋90円

減点項目

① 過去３年以内に同様の補助金を受領している

42
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■ 加点について

＋経営革新計画の承認 ＋事業継続力強化計画の認定

＋＋賃上げ（２段階） ＋ パートナーシップ構築宣言

－過去３年以内の補助金受領

43
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■ 申請数と採択率の推移

44
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■ 概要

45

IT導入補助金

※詳細は公募要領によりご確認ください
出典：小規模事業者持続化補助金HP、公募要領
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■ IT導入補助金 ※2022年度版の情報です

46

1. 制度の目的

自社の課題やニーズに合ったITツールを導入し、業務効率化、又は
売上向上を支援し、経営力の強化を図る

【通常枠】
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■ IT導入補助金 ※2022年度版の情報です

47

【セキュリティ対策推進枠】

【デジタル化基盤導入類型】
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■ 概要
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小規模事業者持続化補助金

※詳細は公募要領によりご確認ください
出典：小規模事業者持続化補助金HP、公募要領
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■ 小規模事業者持続化補助金
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1. 制度の目的

小規模事業者が持続的な経営に向けた経営計画を作成し、販路開拓
や生産性向上の取組を支援する制度

2. 対象者
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■ 小規模事業者持続化補助金

50

3. 補助対象経費
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■ 小規模事業者持続化補助金

51

4. 補助枠 （採択率 90～44％）

※第12回公募は現在準備中です
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■ さいごに

いくら売り上げが見込めますか？

52

・市場ニーズにより売上の見込みを想定する
どの顧客が、どの製品（単価）を、どれだけ（数量）、

買ってくれるのか

顧客名 製品名 単価 数量 売上高

A社 A ●● ●● ●●

B社 B ●● ●● ●●

C社 C ●● ●● ●●

D社 D ●● ●● ●●

E社 E ●● ●● ●●

合計 ●●
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■ 電子申請の方法

53



©2023, MAST Consulting, All Rights Reserved

■ 確認事項

□ 採択されるとは、限りません

□ 要件不備・収益により、返納の可能性があります

□ 消費税は補助対象経費に含まれません

□ ｇBIZ取得に、３週間かかる可能性があります

□ 設備投資に一旦全額の支払いが必要となります

□ 契約・納入・支払い等は、原則交付決定後になります

□ 事業者様が制度をご理解のうえ、自主的に申請します

54

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓
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■ 採択率と当社実績

事業再構築補助金の取り扱い実績

・採択数（経済産業省発表） 122

・全体採択率 79.1％

55
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